全国建具組合・青年部ホームページの件

平成17年10月26日　午後3時30分

山二建具にて　二村和広・西澤富夫

① 青年部名簿について
・地図・名簿は１ページにまとめるのではなく複数ページとする。
・基本スタイルはサンプルページ採用し、事業所名・氏名の後ろに技能士『級』を追加。

　・青年部トップページ会長挨拶の前に、『青年部名簿』のボタンを追加。

　・各事業所にハイパーリンクを付ける。

　　　（後日、青年部より原稿が出稿）

以下の作業はｈｐ委員会でお願い致します。（田辺理事で良いでしょう！）
作業内容：
1. 全国の会員に向け自社ｈｐの掲載希望の問いかけ作業
2. 希望事業者のアドレスの確認と生産経済社への名簿順の登録用紙で提出作業

3. 登録後、誤字やアドレス変更の場合は、別途作業費1,000円費用負担がある事の通知

　・作業開始は時期については、全国建具組合・会員名鑑校正修了後。
・受注金額は見積り通り30,000円。

· 了解です
· 請求は、本部より中継して来ます。
② インターネットショッピングについて

· 全国建具トップページ下段に『物品販売』のボタン追加。

· 『インターネットショッピング』では？

· インターネットショッピング・木製品販売で行きましょう！
（理由：現在書籍等の販売がありますので同じショッピングのボタンが2つあるのが不自然な為です）
· 取り扱い一覧・商品詳細ページともに全国建具組合連合会の本部住所、電話・FAX番号は消去。

· 了解です

・商品一覧ページ『その他・取扱商品一覧』とあるものは『取扱商品一覧』に修正し、その横に注意書きとし『商品についての問い合わせは、専用フォームよりお問い合わせください』と表示。　
· 『商品詳細』ページが『その他・取扱商品一覧』の見出しになっている所も訂正お願いします。

· 了解しました。
商品詳細ページの項目の順番と出店申込書の項目並び順を合わせる。

· 了解です
· 二村現在作業中？必ずします。
・出店申込書、販売終了の連絡の流れ

　　　出店者 → 委員会 → 本部・事務局 → 生産経済新聞社
ここの流れでは、IS委員会で確認作業があります。（三島委員長・塚本理事）
1. 出店者より上がってきた内容の確認
· 添付写真の確認です。必ず1品1データーの写真（写真の構成は出店者が行う）
· 住所・電話,FAX番号・メールアドレスの確認です

· 出店者へ登録確認メールの送付後、（確認しました）の返信が着たら次の作業です。

（この時にｈｐ　UP後の誤字等の変更作業には別途1,000円費用負担がある事の通知）
2. 登録受理番号の発行作業

· 申し込み内容の確認と製品について協議する（三島委員長・塚本理事）

· 問題が無い場合は、受理番号を付ける
· 登録用紙に受理番号を付け、本部と出店者に同時に送る

・売買とクレーム問い合わせの流れ
お客様 → 本部･事務局 → 出店者・IS委員会専用アドレス → 出店者手配
ここでの流れはIS委員会の管理作業があります。

· 売買の確認メールをIS委員会のアドレス（MSNｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ取得する）に本部より同時に送ってもらい流れを管理する、ここでなぜアドレスを取得するかと言うとメールがみんなでどの場所でも観覧出来る便利な物だからです。（ケータイ電話からでも可能）（三島委員長管理）
・　クレームや問い合わせの場合は、メール確認2日後、出店者に問い合わせに対しての対応が出来たのか確認メールをする。（三島委員長）
・受注金額は物品販売ページ15,000円、申し込みフォーム20,000円

月額管理費1セット（12アイテム迄）3,000円年額36,000円
2セットの場合16品目でも24品と同じ金額です。年額72,000円
上記金額は平成18年3月31日迄の暫定金額

出店申込書は完全原稿とし、アップ後の修正・訂正等は別途請求　1品1,000円です。
· 了解です

③ その他

· 全国建具組合連合会・青年部との新規口座の開設　
· 了解です
· 2年ごとに会計が変わるので本部取りまとめ後青年部に請求で考えます。
その他

· 商品詳細ページに出品者のアドレス・電話・FAXは載せるんですよね。（再確認）
· ハイ載せます。今のダミーページのようになります。
· 三島委員長へ上記の流れでマニュアルを作って頂き管理して下さい。
和田副会長
10/29　二村　和広　書き込み
